
 

•１歳半～就学前の児童

利用対象者

厚生労働省の告示の単価による利用料が発生します。世帯の収入に応じて利用者
負担上限月額が設定され、利用料の1割と利用者負担上限月額のいずれか額の
小さい方が利用者負担額となります。

3歳児以上の利用者については、国の幼児教育・保育の無償化制度の対象となる
ため、自己負担金は発生しません。

他に、給食費等をお支払いいただきます。

費用

ご利用までの流れ

新年度の園児募集（4月入園）は、10月の市報に掲載します。

定員に空きがあれば、随時入園可能です。

その他

児童発達支援


